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25．Tl・201，　Ga・67のSPECTによる原発性肺癌のN因
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　　いて

細川　敦之

宮本　　勉

田辺　正忠

川瀬　良郎

外山　芳弘　　松野　慎介

川崎　幸子　　玉井　豊理

　　　　　　　（香川医大・放）

　　　　　（国療高松病院・放）

　原発性肺癌手術肺にGa－67とTl－201　SPECTを施行

し，retrospectiveに肺門・縦隔のN因子について検討

した．症例はNO－16例，　N1・3例，　N24例の計23例

であった．T1は3～6　mCi，　Gaは3mCi投与した．判

定は肺門または縦隔領域に一部でも集積があれば陽性，

なければ陰性とした．肺門リンパ節ではGaはsensitivity

100％，specificity　28％であり，　T1はsensitivity　83％，

specMcity　100％，縦隔リンパ節では，　Gaはsensitivity

100％，specificity　53％，　T1はsensitivity　100％，　specificity

81％といずれもspecificityはTlが高値を示した．以上

より，SPECTでのN因子の検出にはGaよりもTlが

優れていると考えられた．
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　悪性黒色腫7例に，1231－IMPによるシンチグラフィ

を施行した．1231－IMPシンチグラフィは，1231・IMP　3

mCiを静注して行い，30分から48時間目まで経時的に

撮像した．病変部への1　L’　31－IMPおよび6？Ga－citrateの

集積を検討するとともに，その大きさや撮像時間と1231－

IMPの集積との関係を検討した．8病変中4病変（50％）

に1231－IMPの集積を認めた．眼球原発の悪性黒色腫

（1．4×0，8cm）を除くと，腫瘍の大きさと1231－IMPの集

積が相関する傾向が観察された．1231－IMPおよび67Ga

シンチグラフィをほぼ同時期に施行し得た6病変中5病

変では，両者の集積状態は一致した．不一致の1例は，

67Gaシンチグラフィが偽陽性であった．このように，

1231－IMPシンチグラフィは，悪性黒色腫の診断により

特異性を与えるものと思われた．また，悪性黒色腫の描

出には，1231－IMP静注後2～48時間目のdelayed　scan

が有用であることが示された．

　甲状腺原発悪性リンパ腫にガリウムシンチを施行した

場合，高い陽性率が報告されているが，われわれの経験

した3例の集積の度合はさまざまであった．われわれは

1例だけであったがタリウムシンチを施行し，原発巣だ

けでなくその進展病巣にも著明な集積を認めた．しかし，

同症例のガリウムシンチではタリウムシンチに比べて進

展病巣の集積は不十分であった．この例から，甲状腺原

発悪性リンパ腫の原発巣および進展病巣の検索には，ガ

リウムシンチとタリウムシンチは相補う検査として利用

できるのではないかと推定した．
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　1・131－Meta　Iodo　Benzyl　Guanidine（以下MIBG）

Scintigraphyは褐色細胞腫等の診断に有用であると評価

が確立されているが，当院にて延べ47例に施行し，11

例の陽性描出を認め，代表例を呈示した．

　褐色細胞腫治療前7例および神経芽細胞腫治療前4例

の全てに陽性描出を認め，1－131－MIBG　Scintigraphyは

これらの腫瘍の存在診断・質的診断に有用な検査と考え

られる．

　また，1－131・MIBG静注後48時間後の正面像にて，

禍色細胞腫治療前の症例は全て心筋への集積は認められ

ず，他の症例では高頻度に集積が認められた．
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